






































































































2022年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

環境（海を守る取組）

・内航海運業の再生可能エネルギー導入
・エネルギーコストの域内循環
・海洋汚染物質の排出抑制
穏やかな海を維持・向上させる取組
・再生可能エネルギー活用に向けた検討
（内航海運業の研修会開催等）
・カーボンオフセットの取組
・海をきれいにして水産資源を回復させる取組
穏やかな海の恩恵を活かした取組
・地域エネルギー会社の創設（可能性調査～設立）

対策

経済（海を活かす取組）

・水産業の振興
・サプライチェーンの充実
・雇用機会の創出

穏やかな海の恩恵を活かす取組
・水産業のスマート化
・道の駅上天草さんぱーるを核とした商品拡大
・自然環境を最大限に活かした働き方改革の推進

対策

社会（海と生きる取組）

・担い手不足
・地域の学ぶ場の減少
・コロナ禍を機会とした対応

市民の生活の質（ＱＯＬの向上）を
高める取組

・働き方改革による副業可能な人材の確保等
・環境学習を通した地域の再発見と環境担い手確保
・強みである自然環境を活かした移住促進

対策

課題

課題

課題

（三側面をつなぐ統合的取組）
海にきらめく島々を活用したサスティナブル事業

１ 海を守り活かすことによる島々の有効活用
（１）全島的な取組（ブルーカーボンオフセットの取組）
（２）前島（脱炭素の推進拠点）、（３）樋合島（自然との共生）
（４）湯島（ＧＸの推進）、（５）大矢野島大手原地区（働き方改革）
（６）維和島（コミュニティの醸成）
（７）海を守り活かし市民生活を向上させる好循環の形成
（８）継続的なＳＤＧｓを推進する人材育成＜上天草ＳＤＧｓ推進パートナー＞
２ 海の大切さを伝える人材育成とコミュニティの醸成
３ ＳＤＧｓを推進するプラットフォームの構築
（１）ＳＤＧｓ協議会＜全体マネジメント＞、（２）Ｇラボ＜事業推進＞

【社会】環境学習の
拠点化・知識の向
上・SDGs担い手増
【環境】海洋ごみ回
収など環境活動の
活発化

【経済】ワーケーションの推進から観光客増・商品販売促進
【社会】関係人口増加から移住者の促進

自治体SDGsモデル事業名：島々を抱く穏やかな海とともに生き続けるためのプロジェクト 提案者名：熊本県上天草市

取組内容の概要：海と島々、温暖な気候など他にない自然環境の恩恵として美しい景観と豊富な特産物があり、この恵みを守り活かすため、
海洋環境維持、観光業の活性化、水産業のＤＸ化に取り組み、基幹産業の安定的な経営活動を推進し雇用を拡大させる。併せて、海洋環
境の学習拠点化を図り、交流・関係人口を増加させ好循環を生み出す。

【環境】カーボンオフ
セットの推進・廃プ
ラ廃棄の抑止
【経済】海の環境
改善による水産資
源回復・経営向上

【経済】ＩＣＴ自動
給餌システムによる効
率化で人手解消
【環境】残餌解消によ
る海底の底質改善
（赤潮抑止）

【環境】海運業再エ
ネ研修会を機とした
他地域交流促進
【社会】環境活動か
らコミュニティ向上・転
出の抑制

【社会】副業人材の活用
地域おこし協力隊の定着率向上

【経済】交流者による地域の魅力拡大
（関係人口の拡大）

海を守り
海を活かし

海と生きる
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